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じ ゃ ん け ん 大 会 の 様 子 （ 昨 年 ）

る じ ゃ ん け ん 大 会 （ 正 午か ら と 午 後 ２ 時 か ら ） など が あ る 。　
飲 食 コ ー ナ ー で は 、 ４

店 舗 が 焼 き 鳥 、 グ リ ー ン

　
ク ル マ と 公 共 交 通 の 上

手 な 「 使 い 分 け 」 に つ いて 市 民 に 考 え て も ら お うと 「 第

1 7回 山 口 市 公 共 交

通 ふ れ あ い フ ェ ス タ 」が 、

2 7日  （ 日 ）  に 開 か れ

る 。 会 場 は 山 口 市 中 央 公園 （ 山 口 市 中 園 町 ７ ）で 、 時 間 は 午 前

1 0時 か ら

午 後 ３ 時 ま で 。　
こ の 地 域 で 公 共 交 通 を

運 行 す る 鉄 道 、 バ ス 、 タク シ ー 等 の 事 業 者 や 関 連団 体 が 、

1 4の ブ ー ス を 構

え る 。 さ ら に 、 路 線 バス 、 高 速 バ ス 、 パ ト カー 、 白 バ イ 、 交 通 事 故 処理 車 、 消 防 車 な ど の 車 両展 示 も さ れ る 。 ま た 、 レノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ も 「 フ ォト ブ ー ス 」  「 キ ッ ク ボ ウリ ン グ 」  「 キ ッ ク タ ーゲ ッ ト 」 を 楽 し め る コー ナ ー を 設 置 す る 。　
特 設 ス テ ー ジ で は 、

シ ャ ボ ン 玉 パ フ ォ ー マン ス （ 午 前

1 0時

2 0分 か

ら と 午 後 １ 時 か ら ）  、レ ノ フ ァ 選 手 の サ イ ン入 り ユ ニ ホ ー ム や Ｓ Ｌデ ザ イ ン ワ イ ヤ レ ス 充電 器 等 の 景 品 が も ら え

カ レ ー 、 明 太 子 パ ス タ 、大 福 等 を 提 供 。 キ ッ チ ンカ ー も ６ 台 が 出 店 し 、 チュ ロ ス 、 ク ル マ エ ビ コ ロッ ケ 、 粕 汁 う ど ん 、 ク レー プ 等 を 販 売 す る 。　
な お 、 バ ス ・ 鉄 道 に 乗

っ て 午 前 ９ 時 半 か ら

1 1時

半 ま で に 会 場 最 寄 り の バス 停 （ 情 報 芸 術 セ ン タ ー前 ・ 済 生 会 病 院 前 ） か ＪＲ 湯 田 温 泉 駅 あ る い は 山口 駅 で 下 車 、 も し く は タク シ ー で 同 時 間 内 に 会 場付 近 で 降 車 す る と 、 抽 選券 が も ら え る 。 景 品 には 、 高 速 バ ス 福 岡 線 往 復チ ケ ッ ト や タ ク シ ー 割 引ク ー ポ ン 、 参 加 各 社 の オ

リ ジ ナ ル グ ッ ズ 等 が 用 意さ れ て い る 。　
こ の イ ベ ン ト は 、

1 0月

2 1日  （ 月 ）  か ら

2 7日 ま で の

「 山 口 市 民 公 共 交 通 週間 」 の 啓 発 活 動 の 一 環 とし て 、 山 口 市 公 共 交 通 委員 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

２ ７ ２ ９ ） が 主 催 。

2 5

日  （ 金 ）  に は 「 市 内 一 斉 ノー マ イ カ ー デ ー 」 も 実 施さ れ る 。

 

　
主 催 者 は 「 駐 車 場 は 用

意 し て い な い の で 、 公 共交 通 機 関 で 来 場 を 」 と 呼び か け て い る 。 当 日 は 、山 口 県 庁 外 来 第 １ 〜 ３ 駐車 場 （ 約 ３ ０ ０ 台 分 ） と中 国 運 輸 局 山 口 運 輸 支 局駐 車 場 （ 約 １ ０ ０ 台 分 ）に 、 パ ー ク ・ ア ン ド ・ ライ ド 用 の 無 料 臨 時 駐 車 場も 用 意 さ れ る 。

ク  ル  マ  と 公 共 交 通 の  「 使  い  分 け 」  を 考 え よ う
中 央 公 園 で

「 山 口 市 公 共 交 通 ふ れ あ い フ  ェ  ス タ 」

２ ７ 日
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頭  痛 ・ め  ま  い ・ も  の  忘  れ

会  場  の  ひ ま わ り 館

子 ど も と 思 春 期 の 頭 痛  （ ５ ）
診 察 中 ( 1 6 5 )

自 分 に 合 っ た 学 校 で な い と の認 識 や 対 人 関 係 、 大 学 受 験 のス ト レ ス な ど が 影 響 し ま す 。イ ン フ ル エ ン ザ な ど の 病 気 や怪 我 を き っ か け に し て 頭 痛 が始 ま る こ と も あ り ま す 。 に よ り 起 こ る 場 合 と 、 今 ま で 全 く 頭 痛 の 経 験 が ない の に 、 あ る 時 期 か ら 連 日 性 の 頭 痛 に な る 場 合 があ り ま す 。 思 春 期 は 、 さ ま ざ ま に 環 境 が 変 化 す る時 期 で 、 慢 性 連 日 性 頭 痛 発 症 に も 影 響 し ま す 。 小学 校 高 学 年 で は 、 塾 通 い な ど の 睡 眠 不 足 と ス ト レス で 頭 痛 が 増 え る こ と が あ り ま す 。 中 学 生 に な ると 、 複 数 の 小 学 校 か ら 生 徒 が 集 ま る 中 学 や 中 高 一貫 校 へ の 入 学 な ど 、 環 境 が 大 き く 変 化 し ま す 。 中学 で 成 績 や ス ポ ー ツ で 評 価 さ れ な い と 、 自 信 を 失い 頭 痛 が 発 症 す る ケ ー ス が あ り ま す 。 高 校 生 で は

Ｑ .

慢 性 連 日 性 頭 痛 に つ い て 教 え て く

だ さ いＡ .

「 慢 性 連 日 性 頭 痛 」 は 、 １ 日 に

4

時 間 以 上 、 １ カ 月 に

1 5日 以 上 、 ３ カ 月

以 上 持 続 す る 頭 痛 と さ れ て い ま す 。　
元 々 あ っ た 片 頭 痛 が 回 数 を 増 す こ と

 １ 行 記 事　 １ ０ 月 ２ ２ 日 は 中 原 中 也 の 命 日 「 中 也 忌 」 。 中 原 中 也 記 念 館 で は 、 き ょ う １ ９ 日 と あ す ２ ０ 日 に 各 種 関 連 イ ベ ン ト が 開 催 。 ２ ２ 日 （ 火 ） に は 入 館 料 が 無 料 に な る 。

酒 場 に て

生 前 未 発 表 詩

今 晩 あ ゝ し て 元 気 に 語 り 合 つ て ゐ る 人 々 も 、実 は 、 元 気 で は な い の で す 。近
い

代
ま

と い ふ 今 は 尠

（ す く な ）

く も 、

あ ん な 具 合 な 元 気 さ でゐ ら れ る 時

と

代
き

で は な い の で す 。

諸 君 は 僕 を 、

｢

ほ が ら か 」 で な い と い ふ 。

し か し 、 そ ん な 定 規 み た い な 「 ほ が ら か 」 な ん ぞ は お や　
め な さ い 。

ほ が ら か と は 、 恐 ら く は 、悲 し い 時 に は 悲 し い だ け悲 し ん で ら れ る こ と で せ う ？さ れ ば 今 晩 か な し げ に 、 か う し て 沈 ん で ゐ る 僕 が 、輝 き 出 で る 時 も あ る 。さ て 、 輝 き 出 で る や 、 諸 君 は 云

（ い ）

ひ ま す 、

「 あ れ で あ あ な の か ね え 、不 思 議 み た い な も ん だ ね え

｣

。

が 、 冗 談 ぢ や な い 、僕 は 僕 が 輝 け る や う に 生 き て ゐ た 。 

（ 一 九 三 六 ・ 一 〇 ・ 一 ）

6 7

酒 場 に 集 う 人 々 の 賑 わ い の 中 に 身 を 置 き な が ら も 、 時 代 の 動 きを 見 つ め 湧 き 上 が る 感 情 に ひ た ら ず に は い ら れ な い 心 の あ り よう 。 社 交 上 の 陽 気 さ と は 裏 腹 な 、 そ の 不 器 用 な ひ た む き さ に「 ほ が ら か 」 と い う 言 葉 を 与 え る こ と で 、 世 俗 に 生 き る 自 ら の 姿に 一 筋 の 光 を 与 え て い ま す 。

� （ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

� 豊 ）

︻ 年 末 調 整 に 向 け た 定 額
減 税 の 実 務 と 留 意 点 ︼　

2 8日  （ 月 ）  午 後 ２ 時 か ら

４ 時 ま で 、 同 所 で 開 か れる 。　
本 年 度 の 税 制 改 正 に 伴

う 定 額 減 税 に つ い て 、 減税 の 対 象 者 と な る 条 件 、減 税 額 計 算 方 法 、 給 与 支払 者 が 行 う べ き 事 務 手 続き の 詳 細 、 年 末 調 整 時 の事 務 の 流 れ 、 源 泉 徴 収 表へ の 表 示 方 法 等 、 必 要 な知 識 を 網 羅 的 に 学 べ る 。講 師 は 、 税 理 士 ・ 行 政 書士 の 星 叡

た だ し

さ ん 。

　
受 講 は 無 料 で 、 定 員 は

先 着

5 0人 。 聴 講 希 望 者 は

フ ォ ー ム （ Ｑ Ｒ コ ー ド か

︻ Ｐ Ｏ Ｐ ＆ チ ラ シ 作 成 セミ ナ ー ︼　

2 9日  （ 火 ）  午 後 ２ 時 か ら

４ 時 ま で 、 同 所 で 。　
Ｎ ａ ｓ ｕ ｎ ｏ デ ザ イ ン

ワ ー ク ス の 那 須 野 雄 一 郎代 表 が 、  「 Ｐ Ｏ Ｐ 」 や「 チ ラ シ 」 の 「 正 し い 」用 途 や 効 果 を 説 明 。  「 見込 み 客 が 集 ま る チ ラ シ のた め の

1 2の 要 素 」 や 、 具

体 的 な 改 善 事 案 な ど の 解説 も さ れ る 。　
受 講 料 は 、 同 商 議 所 会

員 は 無 料 で 、 一 般 は ２ ００ ０ 円 。 定 員 は 先 着

3 0

人 。 聴 講 希 望 者 は フ ォ ー︻ 今 こ そ 考 え る ！

　
上 手

な 値 決 め の ポ イ ン ト ︼

　

1 1月 ７ 日  （ 木 ）  午 後 ２ 時

か ら ４ 時 ま で 、 同 所 で 開催 。　
原 材 料 価 格 や エ ネ ル ギ

ー コ ス ト 等 の 高 騰 が 続き 、  「 値 上 げ せ ね ば 」 と思 い つ つ も 、 客 離 れ を 恐れ て 踏 み 切 れ ず に い る 企業 も 多 い 。 本 セ ミ ナ ー では 、 価 格 転 嫁 が な ぜ 必 要な の か 、 他 の 中 小 ・ 小 規模 事 業 者 は ど の よ う な 対応 を し て い る の か 、 等 を踏 ま え つ つ 、 今 何 を す べき か を 考 え る 。 中 小 企 業診 断 士 で 販 売 士 検 定

1級

の 橋 本 泉 さ ん が 講 師 を 務め る 。　
受 講 料 は 、 同 商 議 所 会

員 は 無 料 で 、 一 般 は ２ ００ ０ 円 。 定 員 は 先 着

3 0

人 。 聴 講 希 望 者 は フ ォ ー

︻ 外 国 人 雇 用 の 流 れ と 実情 ︼　

1 1月 ８ 日  （ 金 ）  午 後 ２ 時

か ら ３ 時 半 ま で 、 西 の 雅常 盤 （ 山 口 市 湯 田 温 泉４ ） で 開 催 。　
企 業 の 人 手 不 足 対 策 と

し て 外 国 人 雇 用 を 検 討 する 企 業 が 増 え て い る 。 そこ で 、 派 遣 す る 監 理 団 体と 受 入 企 業 の 両 方 を よ く知 る 社 会 保 険 労 務 士 の 宮川 英 之 さ ん が 、 基 礎 知識 、 受 入 手 続 き 、 受 入 前後 の 留 意 点 に つ い て 分 かり や す く 解 説 。 さ ら に 、３ 年 後 に 施 行 予 定 の 新 制度 「 育 成 就 労 」 に つ い ても 説 明 す る 。　
受 講 料 は 、 同 商 議 所 会

員 は 無 料 で 、 一 般 は ３ ００ ０ 円 。 定 員 は 先 着

2 0

人 。 聴 講 希 望 者 は フ ォ ー

定 額 減 税 、  値 上 げ 、  外 国 人 雇 用 な ど が テ ー  マ
山 口 商 工 会 議 所 が ４ 講 座 の 参 加 者 募 集 中

　
山 口 商 工 会 議 所 （ 山 口 市 中 市 町 １ ） は 、 定 額

減 税 、 値 上 げ 、 人 材 難 等 、 事 業 者 の 悩 み 解 消 に向 け た 次 の ４ 講 座 の 参 加 者 を 募 集 し て い る 。

さ れ る 。　
会 場 で は 、 バ ル ー ン

シ ョ ー 、 音 楽 演 奏 、 マジ ッ ク 、 ダ ン ス 、 お 笑い な ど さ ま ざ ま な ス テー ジ イ ベ ン ト が 繰 り 広げ ら れ る 。  「 お 菓 子 まき ・ も ち ま き 」  「 キ ッズ ビ ン ゴ 」  「 ガ ス コ ンロ で ポ ッ プ コ ー ン 作 り体 験 」 な ど も あ る 。　
問 い 合 わ せ は 同 館

（
☎
０ ８ ３

－

９ ３ ３

－

０ ８ ８ ０ ） へ 。

「 お 楽 し み 抽 選 会 」 に 参加 で き る 。 １ 等 は 「 阿 知須 牛 （ 福 嶋 牧 場 ） １ 万 円相 当 」  、 ２ 等 は 「 辛 子 めん た い （ 福 さ 屋 ） ５ ０ ００ 円 相 当 」 で ３ 等 は 「 クオ カ ー ド １ ０ ０ ０ 円分 」  。 さ ら に 、 来 場 特 典と し て 「 た ま ご １ パ ック 」  （ ６ 個 入 り ） が 進 呈

　
山 口 合 同 ガ ス 山 口

支 店 ひ ま わ り 館 （ 山口 市 大 内 千 坊 ４ ）で 、 毎 年 恒 例 の 人 気イ ベ ン ト 「 ガ ス 展 」が 、 あ す

2 0日 ま で 開

か れ て い る 。　
抽 選 券 を 持 参 す る

か 、 会 場 で ア ン ケ ート に 回 答 す る と 、

ひ ま わ り 館 で  ス  テ ー ジ イ  ベ  ン  ト な ど
山 口 合 同 ガ ス で  「 ガ ス 展 」  開 催 中

～ あ す

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

ら ） で 申し 込 む 。

ム （ Ｑ Ｒコ ー ド から ） で 申し 込 む 。

ム （ Ｑ Ｒコ ー ド から ） で 申し 込 む 。

ム （ Ｑ Ｒコ ー ド から ） で 申し 込 む 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

「 丸 太 切 り 競 争 」 も 人 気 （ 昨 年 ）

公 園 内 の 樹 木 を 観 察 （ 昨 年 ）

　
今 シ ー ズ ン の レ ノ フ ァ

は こ こ ま で ホ ー ム ゲ ー ムを

1 7試 合 終 え 、 ホ ー ム 開

催 は 残 り ２ 試 合 に 。　
シ ー ズ ン 序 盤 は ほ と ん

ど の 試 合 で 雨 と 集 客 に 苦戦 し ま し た が 、 ８ 月 に 開催 し た １ 万 人 プ ロ ジ ェ クト （ Ｐ Ｊ ） の ２ 試 合 で １万 人 超 え の 方 に 来 て い ただ き ま し た 。 こ こ ま で の

平 均 来 場 者 は ５ ９ ２ ６ 人と 、 昨 年 の ４ ４ ０ ７ 人 を大 き く 上 回 っ て い ま す 。　

1 1月

1 0日 の 最 終 節 ・ 横

浜 Ｆ Ｃ 戦 で は 、 総 力 １ 万２ ０ ０ ０ 人 Ｐ Ｊ を 開 催 する こ と が 決 定 。 皆 様 に 楽し ん で い た だ け る よ う 準備 を 進 め て い ま す 。 最 終節 ま で 、 熱 い 後 押 し を お願 い し ま す ！

 １ 行 記 事　 「 不 動 産 鑑 定 士 に よ る 不 動 産 の 無 料 相 談 会 」 が 、 あ す ２ ０ 日 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 、 県 総 合 保 健 会 館 （ 山 口 市 吉 敷 下 東 ３ ） で あ る 。 予 約 は 不 要 。

　
山 口 み

ど り の フェ ス タ
（ 山 口 市

都 市 緑 化祭 ） が 、亀 山 公 園山 頂 広 場
（ 山 口 市

亀 山 町８ ） で 、あ す

2 0日

午 前 ９ 時半 か ら 午後 ２ 時 半

ご ろ ま で 開 か れ る 。 少 雨決 行 。 山 口 市 都 市 緑 化 祭実 行 委 員 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

２ ８ ３ ２ ） の 主

催 。　
生 け 垣 づ く り 等 の 「 ガ

ー デ ニ ン グ 相 談 」  、  「 緑 化

樹 ・ 花 き 販 売 」  、 会 場 内に あ る 樹 木 の 名 前 を 当 てれ ば 景 品 が も ら え る 「 樹木 名 当 て ク イ ズ 」 な ど 、例 年 お な じ み の コ ー ナ ーが 常 設 さ れ る 。 さ ら に 今回 は 「 高 所 作 業 車 乗 車 体験 」 コ ー ナ ー も 初 お 目 見え 。　
ま た 、 庭 木 な ど の 「 剪

せ ん

定 て い

教 室 」  、  「 丸 太 切 り 競
争 」  、  「 花 釣 り 」 は 午 前

1 0

時 半 に ス タ ー ト す る 。　
苗 木 の 無 料 配 布 は 午 前

９ 時 半 か ら と 午 後 １ 時 から 。 も ち ま き は 午 前

1 0時

か ら と 午 後 ２ 時 か ら 。 それ ぞ れ ２ 回 ず つ 実 施 さ れる 。　
目 玉 の 「 花 木 セ リ 市 」

は 午 後 １ 時 半 に ス タ ート 。 通 常 は １ ０ ０ ０ 円 から ２ ０ ０ ０ 円 で 販 売 さ れて い る 商 品 を 、 １ ０ ０ 円ほ ど で 買 う こ と が で きる 。　
こ の 催 し は 、  「 ひ ろ げ

よ う 、 育 て よ う 、 み ど りの 都 市 」 が 統 一 テ ー マ の都 市 緑 化 月 間 （ 毎 年

1 0
月 ） の 活 動 の 一 つ 。 主 催者 は 「 会 場 に は 駐 車 場 がな い の で 、 公 共 交 通 機 関

を 利 用 し て 」 と 呼 び か けて い る 。

１ １ 月  ４ 日

解 説 付 き で 紅 葉 の 樹 木 に 親 し む

「 秋 の ツ リ ー ウ ォ  ッ  チ ン グ 」  が 維 新 公 園 で

　
維 新 百 年 記 念 公 園 （ 山

口 市 維 新 公 園 ４ ） 内 に ある 樹 木 の 名 称 を 知 り 、 形や 特 徴 を 観 察 す る 「 秋 のツ リ ー ウ ォ ッ チ ン グ 」が 、

1 1月 ４ 日 （ 月 ・ 振

休 ） 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ０時 半 ま で 開 か れ る 。 参 加費 は ５ ０ ０ 円 で 、 定 員 は先 着

4 0人 。

　
ボ ー ト 池 、 三 段 池 、 ラ

グ ビ ー サ ッ カ ー 場 の 周 辺約 ２ ・ ５ ㌔ ・ ㍍ を 散 策 しな が ら 、 メ タ セ コ イ ア 、イ チ ョ ウ 、 ケ ヤ キ な ど 紅葉 も 鮮 や か な 約

1 5種 を 観

察 。 案 内 役 を 務 め る の は
「 維 新 公 園 み ど り の ガ イ

ド 」 の メ ン バ ー ７ 人 で 、葉 や 実 の 実 物 や 写 真 な ども 使 い な が ら 、 わ か り やす く 解 説 す る 。

　
申 し 込 み は 、 電 話 ま た

は フ ォ ー ム （ Ｑ Ｒ コ ー ドか ら ） で 。 参 加 者 に は 、エ コ バ ッ グ か フ ェ イ ス タ

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

オ ル の プレ ゼ ン トも あ る 。

花 木 セ リ 市 や 苗 木 無 料 配 布 な ど

亀 山 公 園 山 頂 で 「 み ど り の フ ェ ス タ 」
あ す

事 例 1 1 1 6

消 費 生 活 相 談
ス  キ  マ  時 間 で 簡 単 に 稼 げ る副 業 が あ る  ？

︻ 相 談 ︼

動 画 視 聴 中 に 「 簡 単 な 作 業

（ タ ス ク ） で 稼 げ る 」 と 副 業 の 広 告
が 表 示 さ れ た 。 本 当 に 稼 げ る の か ？

︻ 回 答 ︼

ス キ マ 時 間 で 効 率 よ く 稼 ぎ

た い と い っ た ニ ー ズ が 高 ま っ て い ます が 、 広 告 を 見 て 副 業 に 応 募 し た もの の 、 様 々 な 理 由 で 振 り 込 み を さ せら れ た 挙 句 、 報 酬 は 得 ら れ な か った 、 と い う 相 談 が 増 加 し て い ま す 。

　
手 口 の 一 つ に 広 告 等

か ら 副 業 サ イ ト に 遷 移し 、 メ ッ セ ー ジ ア プ リの 友 だ ち 登 録 を す る とタ ス ク が 紹 介 さ れ る とい う も の が あ り ま す 。

　
最 初 に 「 タ ス ク を 行 う た め に は

振 り 込 み が 必 要 」 な ど と 言 わ れ て振 り 込 む と 、 そ の 後 も 「 タ ス ク に失 敗 し た の で 処 理 費 用 が 必 要 」「 報 酬 を 引 き 出 す た め に は 手 数 料が 必 要 」 な ど 次 々 に 振 り 込 み を 要求 さ れ 、 お か し い と 思 っ て 質 問 しよ う と し た ら 相 手 と 連 絡 が 取 れ なく な っ た 、 と い っ た 手 口 で す 。　
ト ラ ブ ル に あ わ な い た め に は

「 簡 単 に 稼 げ る 」  「 も う か る 」 と 強調 す る 広 告 を う の み に せ ず 、 素 性の わ か ら な い 相 手 に 安 易 に 個 人 情報 を 開 示 し な い こ と で す 。　
副 業 で お 金 を 稼 ぐ は ず が 振 り 込

み を 求 め ら れ た ら 、 す ぐ に 最 寄 りの 消 費 生 活 セ ン タ ー 等 に 相 談 し まし ょ う 。

県 消 費 生 活 セ ン タ ー （ 相 談 電 話 0 8 3- 9 2 4- 0 9 9 9 ）



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 １ ９ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


